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メメンとモリ

９月の主な行事

奄美市中学生ひかり会議

崎原小中学校 校長 鑪 謙治

今回は私の大好きな『ヨシタケシンスケ』の本を紹介したいと思い
ます。「メメンとモリ（株式会社KADOKAWA発行）」5月31日に発行さ
れたばかりの絵本です。登場人物は姉のメメン，弟のモリです。姉の
メメンは冷静で，弟のモリは情熱家。ある日，姉が作った小さなお皿
を弟が割ってしまいます。弟は，姉にごめんなさいを伝えるのですが，
姉は「あら～･･･。うん。大丈夫よ。またつくればいいんだから。」
と答えます。弟は「このお皿は世界に一つしかない大事なものだった
のに…。」といいますが，姉は「どんなものでも，いつかはこわれた
り，なくなったりするんだから。」と笑いながら答えます。

私も小学校４年生のときに同じことを言われた経験があります。あ
る日，担任が大きな起き上がりこぼしを持ってきました。私も最初は
興味がてらたたいていたのですが，すぐにつまらなくなって自分の席
に着いたのです。その後もいろんな人がたたいたり，けったりしてい
ました。私はその間本を読んでいたのですが，朝の会が始まるころに
は空気が抜けてしぼんでいました。私はすでに興味がなかったので，
「だれかやってしまったんだなあ。」くらいしか思ってませんでした。
ところが，担任が教室に帰ってくるとすごく怒りだして「だれがやっ
た！」と大声で怒鳴り出しました。すると前の方にいた同級生が，
「鑪がけってました。」と言うのです。私は，とんでもない言いがか
りに怒りと悲しみが同時に押し寄せてきて，声すら出せず，とにかく
泣きじゃくったことを今でも覚えています。結局担任は，私がやった
ということで，最後にはげんこつをもらいました。その後，この話を
聞いた保健の先生が「ものはこわれるもの。そんなことで怒るなんて。
おまけに鑪くんは壊してないんでしょ。」となぐさめてくれました。

姉のメメンは，弟のモリにこんなふうに語りかけます。『「ずっと
そこにある」ってことよりも，「いっしょに何かをした」ってことの
ほうが大事じゃない？（中略）つまりは，「自分では選べないことと，
自分で選べることがある」ってことよね。』と。

いよいよ２学期がスタートします。２学期もたくさん行事が行われ
ますが，行事を単に済ませていくのではなく，「だれといっしょに何
かをした」を大事に毎日を過ごして行けたらと思います。そのために
も崎原小中学校の職員は団結して子どもたちのために頑張っていきま
す。是非，保護者の皆さんも地域の皆さんもお力をお貸しください。
子どもたちはきっと毎日を一生懸命頑張ることでしょう。しかし，
「そのうちなんとかなるさ」とのんびりする時間も大切です。「がん
ばれ！」と叱咤激励することも「少しのんびりしてみたら」とリラッ
クスさせることも車の両輪のようにどちらかが欠けてはならないので
す。人もものもこわれやすくてもろいものですから，今を大切に生き
られるような世の中でありたいですね。そのためには１人ではなく，
「だれかと」が大切なのかもしれません。２学期も子どもたちの笑顔
があふれる崎原小中学校でありたいと思います。

１日（金）始業式 応援団練習開始

４日（月）課題・実力テスト（中1・3，～5日）

９日（土）土曜授業 運動会練習

１２日（火）運動会練習（八月踊り）

１３日（水）運動会予行練習

１５日（金）運動会会場準備

１７日（日）第76回秋季大運動会

２７日（水）地震火災対応避難訓練

２８日（木）身体測定・視力検査

7月8日には，水泳発表会と学
校保健委員会，学級PTAを行いま
した。水泳発表会では，４年生の
岩越未宙さん，中２年生若松伸太
朗さんが新記録を出しました。ま
た，ほとんどの子どもたちが自己
ベストを出すことができました。
保護者の皆さん・集落の皆さんの
応援で素晴らしい結果が出たのだ
と思います。ありがとうございま
した。その後学校保健委員会で
AEDの使い方や心肺蘇生法につい
て学びました。忙しい中にもかか
わらず，多くの方々に参加いただ
きありがとうござました。
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不 審 者 対 応 避 難 訓 練

8月10日には，奄美市議
会で「奄美市中学生ひかり
会議」が行われました。奄
美市議会の本会議場で，本
物の議員のように質疑を
行ったのは，保枝志琉さん
です。志琉さんは災害対策
について質問をしました。
①断水が起きた場合の対処
について②避難所について

7月3日に不審者対応訓練が
行われました。不審者が学校
に侵入した場合や登下校時等
に不審者に声をかけられたと
きの対処法等を小湊駐在所の
方に来ていただき，学びまし
た。

8月27日は奉仕作業が行われました。今年も畠山建
設さんが上部校庭の草払いや整地を行ってくださった
り，事前に奄美市の校務員さんたちが草払いを行って
くださりしましたので，上部校庭のフェンス外の草払
いやテント立てのお手伝いをいただきました。
何かと段取り不足で御迷惑をおかけして申し訳な

かったのですが，無事運動会の準備ができました。本
当にありがとうございました！

奉仕作業ありがとうございました

校 内 弁 論 大 会
7月９日に校内弁論大

会が行われました。中学
生が各の主張を発表しま
した。内容は，奄美の自
然や環境についての意見
や思いが多かったようで
す。

その中で，部活動から学んだことを発表した畠あいさ
んが最優秀賞。釣りを通じての人と人のつながりについ
て発表した若松伸太朗さんが優秀賞でした。伸太朗さん
は，11月17日に行われる「日本復帰記念第46回奄美市
中学校弁論大会」に出場予定です。当日発表を聞きに来
てくださった皆さん，ありがとうございました。

③食料等の備蓄について質問してくれました。崎原小中学校の
児童生徒会長として立派に役割を果たしてくれました。

MBCラジオ「私たちの作文」
小3年 瀧田來海さん
小4年 岩越未宙さん 古田ほたるさん

MBCラジオ「あまみじかん」
中２年 達村心美さん

放送内容は録音してありますので，聞きたい方
は崎原小中学校までおこしください。

MBCラジオで紹介されました


